
C O N T E N T S

●食料自給力の確保等に資する
　農業農村整備事業関係予算の確保等を要請
関係省庁、道選出国会議員に   ❷

●令和９年度農業農村整備予算の確保に向けて
　土地改良関係者約1,300名が総意を結集
「農業農村整備の集い」   ❹

●農業農村整備事業の推進等に向けた提案要請事項等を審議
農業農村整備推進委員会   ❻

●令和９年度国費予算概算要求に向けた提案要請
方針等について協議
理事会   ❼

●パワーアップ事業の継続で、本会会長が道副知事を表敬訪問   ❻
●令和８年度臨時総会の招集及び総会に向けて議案審議　
　総務金融委員会   ❼
●農地海岸事業の計画的な推進に向け連携
　北海道海岸農地保全対策事業促進協会通常総会   ❾
●本部・支部の連携・協力など確認
　支部事務局長会議   ❾
●新たな水田政策の円滑な開始に向け
　農業構造転換推進委員会
　「全国キャラバン」が開催   10
●大雪土地改良区合併記念式・祝賀会
４月１日、大雪・旭川・永山・美瑛・幌加内の５土地改良区が合併   10
●【PR】農家負担金軽減支援対策事業のご案内   11
●【PR】令和８年度農業土木技術者育成講座・
　基礎力養成Web講座を開講します！   12

北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月 1回発行　令和 8年 8 月10日発行）

　７月26日、北海土地改良区は第18回北海幹線用水路ウォーキングを開催した。北海幹線用水路は平成16年に北海道遺
産の認定を受け、平成18年に疏水百選に選ばれている。美唄市光珠内にある調整池管理棟に集まった約250人の参加者は、
自分の体力に合わせて３km、７km、10kmのコースを散策し、美しい農村風景を満喫した。 （写真提供：北海土地改良区）

美しい農村風景とともに用水路周辺を散策
第18回北海幹線用水路ウォーキング
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本
会
は
６
月
、
令
和
９
年
度
国
費
予
算
概

算
要
求
に
向
け
て
、
財
務
省
、
農
水
省
、
国

交
省
、
道
選
出
国
会
議
員
等
へ
の
要
請
を

行
っ
た
。
16
日
に
は
、
自
民
党
道
選
出
国
会

議
員
へ
の
要
請
会
を
開
催
。
食
料
自
給
力
の

確
保
等
に
資
す
る
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係

予
算
の
確
保
な
ど
４
項
目
を
要
請
し
た
。

食
料
自
給
力
の
確
保
等
に
資
す
る

農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
の
確
保
等
を
要
請

令
和
９
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け

関
係
省
庁
、道
選
出
国
会
議
員
に

６
月
２
日
、
３
日
の
要
請
に
は
、
菊
地
博

会
長
を
は
じ
め
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

正
副
委
員
長
ら
が
参
加
。
農
業
農
村
整
備
事

業
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
で
き
る
よ

う
、
当
初
予
算
を
は
じ
め
必
要
な
予
算
総
額

を
確
保
す
る
こ
と
や
、
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策
期
間
に
お
い
て
、「
農
地
の
大
区
画
化
」

な
ど
を
加
速
的
に
実
施
す
る
た
め
、
既
存
予

算
と
は
別
枠
で
の
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

財
務
省
へ
の
要
請
で
、
高
橋
は
る
み
政
務

官
は
「
農
業
構
造
転
換
を
集
中
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
鋭
意
取
り
組
む
。
今
後
は
補
正

予
算
か
ら
脱
却
し
、
当
初
予
算
で
安
定
的
な

運
営
を
目
指
す
。
食
料
安
全
保
障
と
食
料
自

給
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
主
役

と
し
て
全
国
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
担
う
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

農
水
省
で
は
、
青
山
健
治
農
村
振
興
局
次

長
へ
要
請
。
青
山
局
次
長
は
「
当
初
予
算
へ

の
移
行
が
進
ん
だ
場
合
の
地
方
負
担
の
あ
り

方
も
注
視
し
な
が
ら
、予
算
確
保
に
努
め
る
」

と
応
え
た
。

国
交
省
北
海
道
局
で
は
、
影
山
義
人
農
林

水
産
課
長
と
面
談
し
、
必
要
な
予
算
総
額
の

確
保
等
を
求
め
た
。

ま
た
、
道
選
出
国
会
議
員
か
ら
は
、「
要

望
実
現
に
向
け
て
、
予
算
確
保
に
努
め
て
ま

い
る
」
な
ど
の
応
え
が
あ
っ
た
。

６
月
16
日
、
午
前
８
時
か
ら
自
民
党
本
部

で
、
菊
地
会
長
を
は
じ
め
本
会
役
員
や
、
道

内
町
村
長
、
土
地
改
良
区
理
事
長
、
Ｊ
Ａ
組

合
長
な
ど
１
１
６
名
が
参
加
し
、
自
民
党
道

選
出
国
会
議
員
に
対
す
る
要
請
会
を
開
催
。

冒
頭
、
菊
地
会
長
は
、
農
業
農
村
整
備
事

業
等
の
推
進
に
対
す
る
お
礼
の
後
、「
新
た

な
水
田
政
策
が
目
標
と
す
る
、
水
田
・
畑
に

関
わ
ら
な
い
土
地
生
産
性
・
労
働
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
農
地
の
大
区
画
化

な
ど
の
基
盤
整
備
が
不
可
欠
」
と
述
べ
、
令

和
９
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
事
業
の
着

実
な
推
進
に
必
要
な
予
算
総
額
の
確
保
を
求

め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
武
部
新
自
民
党
道
連
会
長

は
挨
拶
の
中
で
、
要
請
に
対
す
る
謝
辞
を
述

べ
た
後
、「
農
業
構
造
転
換
５
カ
年
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
中
心
的
な
柱

の
ひ
と
つ
が
農
業
基
盤
整
備
で
あ
る
」
と
述

べ
、「
水
田
政
策
の
大
き
な
目
標
は
、
生
産

性
を
向
上
す
る
こ
と
で
あ
り
、
田
畑
に
関
わ

ら
ず
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
に
つ
い
て

も
、
交
付
対
象
と
す
る
」
と
応
え
た
。

德
永
副
会
長
は
要
請
書
に
基
づ
き
、
食
料

自
給
力
の
確
保
等
に
資
す
る
農
業
農
村
整
備

事
業
関
係
予
算
の
確
保
を
は
じ
め
と
し
た
４

項
目
に
つ
い
て
要
請
し
、
藤
田
二
専
務
は
、

水
田
、
畑
、
酪
農
地
帯
に
お
け
る
農
業
農
村

整
備
の
取
組
と
効
果
や
、
農
村
地
域
の
防

災
・
減
災
対
策
の
必
要
性
、
基
盤
整
備
に
よ

る
夏
場
の
高
温
の
影
響
を
軽
減
す
る
効
果
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
、
支
部
長
か
ら

各
地
域
に
お
け
る
事
業
の
効
果
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
硲
一
寿
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
長
は

「
酪
農
地
帯
は
基
盤
整
備
だ
け
で
は
な
く
、

家
畜
汚
泥
処
理
対
策
も
不
可
欠
」、
河
村
康

英
渡
島
支
部
長
は
「
離
農
等
に
よ
り
、
経
営

面
積
が
拡
大
す
る
中
で
、
労
働
生
産
性
の
向

上
の
推
進
に
は
土
地
改
良
事
業
が
必
要
」、

榎
本
好
男
上
川
支
部
長
は
「
大
区
画
化
に
よ

り
土
地
生
産
性
が
向
上
し
、
６
次
産
業
化
へ

の
取
組
が
進
む
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
る
」
な
ど
、
地
域
の
事
例
を
交
え

て
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
武
部
自
民
党
道
連
会
長
は

「
土
地
改
良
事
業
の
事
業
費
は
、
物
価
高
騰

の
影
響
で
地
元
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。
市

町
村
負
担
・
農
家
負
担
と
も
に
さ
ら
な
る
負

担
軽
減
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
る
」、

鈴
木
貴
子
同
会
長
代
行
は
「
土
地
改
良
予
算

を
確
保
す
る
に
は
様
々
な
角
度
か
ら
知
恵
を

財務省 高橋財務政務官（中央）、宮下主計官（右端）に
要請する本会代表者

要請に対して応える
武部自民党道連会長

自
民
党
道
選
出
国
会
議
員
へ
の

要
請
会
を
開
催
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　北海道の農業・農村は、積雪寒冷な気候や特殊土壌など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と土地改良の積み重ねに
より克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、安全・安心な食料の安定供給や国土の保全などに重要な
役割を担ってきました。
　このことは、農業生産基盤の整備を継続的に実施することができた成果であり、これまでの格別のご支援に感謝申し上げます。

　一方で、近年、農村地域の高齢化や人口減少、自然災害の頻発・激甚化に加え、世界的な食料需給の変動、地球温暖化の進
行など、我が国の食料・農業・農村を巡る情勢は大きく変化しています。
　こうした状況を踏まえ、国は食料・農業・農村基本計画や土地改良長期計画に基づき、将来にわたり国民に食料の安定供給
を果たすため、農業の構造転換を集中的に推し進めるとともに、水田政策を根本的に見直すことにより、土地生産性、労働生
産性の向上を図ることとしています。

　このような中、大規模で専業的な農業が展開され、基本計画において我が国の主要穀物などの主産地と位置付けられている
本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への食料の安定供給に一層貢献していくためには、飛躍的な生産性の向上が期待で
きるスマート農業の推進や、高品質・高収益な作物の生産拡大、農村地域の防災・減災を進めていく必要があり、その礎とな
る農業農村整備事業の着実な推進が不可欠です。

　つきましては、基本計画の実効性を確保し、地域の要望に即した農業生産基盤の整備等を推進するため、十分な予算総額の
確保や事業制度の充実を要請します。

記

　１．食料自給力の確保等に資する農業農村整備事業関係予算の確保
　　○ 　食料・農業・農村基本計画に基づく農業構造転換の推進や、新たな水田政策の目標実現に向けて、農業農村整備事業

を計画的かつ着実に推進できるよう、当初予算をはじめ必要な予算総額を確保すること
　　○ 　特に、農業構造転換集中対策期間において、「農地の大区画化」などを加速的に実施するため、既存予算とは別枠での

十分な予算を確保するとともに、食料安全保障対策、TPP等対策、防災・減災、国土強靱化対策についても必要な予算
を確保すること

　２．土地改良長期計画などを踏まえた事業・支援制度の充実
　　○ 　土地改良長期計画や国土強靭化実施中期計画などを踏まえ、国内農業の生産力・競争力の更なる強化や、農業・農村

の防災・減災対策の着実な推進のため、関連する事業・支援制度の充実を図ること
　　○ 　併せて、円滑かつ着実な事業の執行による事業効果の早期発現のため、農家負担や地方負担の軽減を図ること

　３．農業水利施設の適切な保全管理に資する支援制度の充実
　　○ 　農業水利施設の適切な保全管理に向けて、ＩＣＴ等を活用した管理の省力化・高度化などを推進するとともに、施設

の突発事故を防止するため、機能保全対策の充実を図ること

　４．多面的機能支払及び中山間地域等直接支払制度の充実
　　○ 　農地や水路、農道等の保全活動や、生産条件が不利な地域の農業生産が将来にわたって継続できるよう、多面的機能

支払や中山間地域等直接支払の制度を充実するとともに、必要な予算の確保や地方負担の更なる軽減を図ること

　　　　　令和８年６月
北海道土地改良事業団体連合会　　
会長理事　菊　地　　　博　　　　

農業農村整備事業の推進等を求める
要　　　　請　　　　書

出
す
こ
と
が
必
要
」、
船
橋
利
実
同
副
会
長

は
「
気
候
変
動
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
技
術
的
な
進
化
を
現
場
に
導
入
し
た

い
」、
東
国
幹
同
副
会
長
は
「
道
や
自
治
体

と
の
意
思
疎
通
を
も
っ
て
、
制
度
の
拡
充
・

改
正
を
図
っ
て
い
く
」
自
民
党
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
両
院
議
員
会
事
務
局
の
向
山
淳
議
員

は
「
災
害
に
対
す
る
国
土
強
靱
化
対
策
が
食

料
安
全
保
障
に
も
繋
が
る
た
め
、
予
算
確
保

に
向
け
て
努
め
て
参
る
」
と
応
え
た
。

自民党本部での要請会には道選出国会議員と
道内から各団体長ら116名が参加

※要請書のほか、動画などを用いて
　農業農村整備事業の効果を説明。
　（動画は右のQRコード参照）
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20
年
先
の
未
来
に
息
子
や
孫
に
農
地
を
引
き

継
ぐ
た
め
に
は
、土
地
改
良
事
業
が
必
要
だ
。

地
域
の
生
産
者
が
望
む
事
業
に
な
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
声
が
あ
っ
た
。
地
域

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
予
算
の
総
額

確
保
に
向
け
て
、
農
林
水
産
省
が
先
頭
に

立
っ
て
闘
っ
て
参
る
」
と
述
べ
た
。

都
道
府
県
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧

問
の
進
藤
金
日
子
参

議
院
議
員
は
、
祝
辞

の
中
で
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
、
第
一
次
国
土
強
靱
化

中
期
計
画
、
土
地
改
良
長
期
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
目
標
値
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
農

地
の
大
区
画
化
の
推
進
、
水
利
施
設
の
保
全

対
策
、
防
災
・
減
災
事
業
等
に
目
標
を
も
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
度

に
つ
い
て
も
、
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が

資
材
高
騰
に
よ
り
、
事
業
費
・
工
事
費
が
増

加
し
、
現
場
が
目
標
と
す
る
事
業
量
が
執
行

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
事
業
量
が
執
行
で

き
る
予
算
確
保
が
必
要
で
あ
る
」
と
力
強
く

呼
び
か
け
た
。

そ
の
ほ
か
、
自
民
党
鈴
木
俊
一
幹
事
長
、

自
民
党
森
山
裕
食
料
安
全
保
障
強
化
対
策
本

部
長
、宮
下
一
郎
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
、

自
民
党
野
中
厚
農
林
部
会
長
ら
が
挨
拶
に
立

ち
、
食
料
安
全
保
障
等
に
つ
い
て
重
要
性
を

訴
え
た
。

続
い
て
、
本
年
度
、
全
国
土
地
改
良
大
会

を
開
催
す
る
奈
良
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
（
会

長
・
二
階
俊
博
）
は
６
月
15
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
砂
防
会
館
別
館
で
「
農
業
農
村
整

備
の
集
い
」
を
開
い
た
。
農
林
水
産
省
か
ら

鈴
木
憲
和
大
臣
、
根
本
幸
典
副
大
臣
、
山
下

雄
平
副
大
臣
、
広
瀬
建
政
務
官
、
山
本
啓
介

政
務
官
を
は
じ
め
、
松
本
平
農
村
振
興
局

長
、
青
山
健
治
同
局
次
長
、
石
川
英
一
同
局

整
備
部
長
ら
幹
部
が
出
席
。
ま
た
、
２
１
０

名
の
衆
参
国
会
議
員
の
臨
席
を
得
て
、
全
国

か
ら
１
０
６
４
名
、
う
ち
北
海
道
か
ら
１
１

７
名
の
土
地
改
良
関
係
者
が
参
集
。
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
基
づ
き
初
動
５
年

間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
実
施

し
、
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に
基
づ
い

た
取
組
を
一
層
推
し
進
め
る
た
め
の
別
枠
を

含
め
た
必
要
な
予
算
の
確
保
な
ど
、
８
項
目

か
ら
な
る
要
請
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、

総
意
を
結
集
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
全

国
水
土
里
ネ
ッ
ト
の

二
階
会
長
は
、
国
会

議
員
等
の
臨
席
に
お

礼
を
述
べ
た
あ
と
、「
農
業
の
構
造
転
換
を
集

中
的
に
進
め
る
た
め
の
別
枠
予
算
も
確
保
い

た
だ
き
、
我
々
土
地
改
良
団
体
は
、
こ
の
予

算
を
活
用
し
、農
業
・
農
村
の
発
展
に
向
け
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
闘
う
土
地
改

良
」
の
下
、
関
係
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
致
団
結
し

て
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
我
々
の
闘
い
を

続
け
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

臨
席
し
た
鈴
木
大

臣
は
、
祝
辞
の
中
で

「
先
日
、
地
元
の
同

世
代
の
農
家
に
話
を

聞
い
た
。
こ
れ
か
ら

農業農村整備予算の確保に向けて、
全国から土地改良関係者が集結した

ガンバロウ三唱を唱和する本会関係者

合
会
の
菅
谷
義
寛
常
務
理
事
が
、
別
枠
を
含

め
た
必
要
な
予
算
の
確
保
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
要
請
案
文
を
朗
読
し
、
こ
れ
を
全
会
一
致

で
採
択
し
た
。

最
後
に
、
栃
木
県
小
山
用
水
土
地
改
良
区

の
石
川
房
代
事
務
局
長
、
熊
本
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
の
西
彩
天
草
支
所
長
、
兵

庫
県
丹
波
篠
山
土
地
改
良
協
議
会
粟
野
祐
子

事
務
局
長
、
全
土
連
職
員
の
渡
辺
天
馬
技
師

と
本
間
莉
彩
主
事
の
音
頭
で
、〝
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
〞
を
声
高
ら
か
に
唱
和
。
予
算
確
保
へ

一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

令
和
９
年
度
農
業
農
村
整
備
予
算
の
確
保
に
向
け
て

土
地
改
良
関
係
者
約
１
３
０
０
名
が
総
意
を
結
集

農
林
水
産
大
臣
は
じ
め
国
会
議
員
が
臨
席

『
農
業
農
村
整
備
の
集
い
』



　現在、国際社会は、地球規模の異常気象、地政学上のリスクの高まり、世界的な物価高騰など、様々な問題に直
面している。また、我が国の農業・農村も、農業者の高齢化や減少により、営農の継続やそれを支える農地及び農
業用水の保全管理が困難になるなど、様々な問題に直面している。
　これらの国内外の様々な問題に対応していくため、令和６年に食料・農業・農村基本法が改正され、これに応じて、
土地改良関係者の意見が反映された土地改良法が令和７年に施行され、新たな土地改良長期計画も閣議決定された。
　土地改良に関しては、これまでもその時々の状況に対応して制度見直し等を行いつつ、農地の大区画化や汎用化・
畑地化等の整備とその集積・集約化、スマート農業の展開に向けた基盤整備、農業水利施設等の維持・更新、洪水
被害防止対策やため池の耐震化等の農村地域の防災・減災対策などを進め、食料安全保障の強化や国土強靱化に貢
献してきた。人口減少が進む農村において、国の基である農業を維持、発展させるためには現在の農業者はもとより、
後継者らが進んで参画できるよう農業の構造転換が必要であり、令和７年度から国は農業構造転換集中対策を実施
している。この対策を推進していくため、水土里ネットの役割は、より一層重要になってくる。
　このような状況の中、水土里ネットには、食料の安全保障の確保や農業・農村の多面的機能を発揮させるため、
先人達のたゆまぬ努力により維持・活用されてきた農地・農業用水等の地域資源を20年後の将来を見据え、経営の
規模拡大やスマート農業の基盤となる大区画化、管理の省力化などを推進し農業の新たな展開を支えられるよう進
化した形で次世代に継承していく責務がある。また、地震や豪雨など頻発する災害によって、国民の生命と財産が
脅かされている中、農村地域の防災・減災対策等の国土強靱化を継続的に推進していくことが求められている。こ
のため、水土里ネットは、技術、経験など持てる能力を最大限に発揮すべく、男女共同参画の取組をはじめとした
多様な人材の参画を推進しつつ、引き続きその体制強化を図り、農業・農村を支える役割の中心的な存在となるこ
とを改めて決意し、取り組んでいく。
　土地改良関係予算については、「闘う土地改良」の下、組織を挙げて様々な活動を行った結果、令和７年度補正予算、
令和８年度当初予算を合わせて、昨年度を大幅に上回る6,942億円を確保することができた。水土里ネットは、この
予算を活用し、農業・農村の発展に向け、積極的な貢献を果たしていく覚悟である。
　全国の水土里ネットは、培ってきた経験と技術を活用し、「闘う土地改良」のスローガンの下、一致団結して、次の
事項の実現を図ることを国に要請する。

記

一  　食料・農業・農村基本計画や土地改良長期計画に基づき初動５年間で農業の構造転換を集中的に実施するとと
もに、国土強靱化実施中期計画に基づいた取組を一層推し進めるため、農業・農村を支え、守り、我が国の食料
安全保障の確保に欠かせない土地改良事業をスピード感を持って推進できるよう、別枠を含め、必要な予算総額
をしっかりと確保すること。その際、地方公共団体の負担軽減のための一層の支援策を講じること。
二 　土地改良法の改正を受けて、制度の趣旨及び内容の十分な浸透を図ること。また、水土里ビジョンの作成を始
めとする農地・農業用水等の地域資源を次世代につなごうとする土地改良区や土地改良事業団体連合会、市町村
等の取組への支援や地方財政措置の充実を図ること。
三 　農業の構造転換を行い、国内の農業生産を増大させ食料自給力を確保するため、地域計画に基づく担い手への
農地の集積・集約化、高収益作物の生産拡大、麦・大豆等の本作化、スマート農業の導入やほ場周りの管理の省
力化を促し生産性向上に資する大区画化、中山間地域におけるきめ細かな整備等の農地整備と情報通信環境の整
備を推進すること。
四 　大規模災害からの復旧・復興や再度災害防止の取組を早急に進めるとともに、農地復旧についての農家負担の
軽減に配慮すること。併せて、農村地域の国土強靱化のため、基幹から末端に至るまでの農業水利施設の更新・
長寿命化や、豪雨・地震対策等を推進すること。
五 　自然的、社会的、経済的な情勢変化を踏まえ、高い公共性・公益性を有し、食料の安全保障の確保に貢献して
いる土地改良施設の維持管理に対する支援を充実させること。
六 　農村地域を支えている多面的機能支払や中山間地域等直接支払について、活動組織の体制強化や支援範囲の拡
大等を図るため、更なる制度の拡充及び必要な予算の確保を行うこと。
七 　ICT、AI等を活用して、土地改良施設の管理の省力化・高度化等を図る取組を推進するとともに、中小規模の
土地改良区を対象とした合併など、食料安全保障を支える土地改良区の運営基盤強化に対する支援を推進すること。
八 　上記事項の推進に当たり、発注体制や施工業者の受注環境の整備等の事業の執行体制の充実を図るとともに、
水土里ネットが有する技術、経験などを十分発揮できるよう配慮すること。

　　　　　令和８年６月15日
全国土地改良事業団体連合会、都道府県土地改良事業団体連合会

要　　　請　　　書
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委
員
会
に
は
、
各
支
部
か
ら
の
推
薦
を
受

け
て
、
本
会
会
長
が
任
命
し
た
委
員
76
名
の

う
ち
58
名
が
出
席
し
た
ほ
か
、
来
賓
と
し
て

北
海
道
開
発
局
農
業
水
産
部
及
び
道
農
政
部

農
村
振
興
局
の
幹
部
が
出
席
。

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
が
委
員
並
び
に
来
賓

の
出
席
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
た
あ
と
、
水

田
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
、「
国
で
は
、
新

た
な
政
策
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
取
り
ま
と

本
会
は
５
月
26
日
、
札
幌
市
内
で
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
（
委
員
長
＝
德
永
哲
雄
・
本

会
副
会
長
、
弟
子
屈
町
長
）
を
開
い
た
。
令
和

９
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け
て
、
食
料

自
給
力
の
確
保
等
に
資
す
る
農
業
農
村
整
備
事

業
関
係
予
算
の
確
保
や
土
地
改
良
長
期
計
画
な

ど
を
踏
ま
え
た
事
業
・
支
援
制
度
の
充
実
な
ど

４
項
目
の
要
請
事
項
を
決
め
た
。

本
会
の
菊
地
博
会
長
は
７
月
13
日
、
北
海

道
の
加
納
孝
之
副
知
事
を
訪
問
し
、
令
和
８

年
度
以
降
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
が
継
続
さ

れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

本
会
か
ら
は
、
会
長
の
ほ
か
、
藤
田
二
専

務
、
本
間
勤
常
務
ら
も
同
行
。
菊
地
会
長

は
、「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
、
近
年
、
資

材
費
、
人
件
費
等
が
高
騰
す
る
中
で
も
、
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施
す
る

た
め
の
重
要
な
事
業
と
し
て
、
農
業
者
を
は

じ
め
土
地
改
良
関
係
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、
第
６
期
対
策
が
令
和
７
年
度
で

終
了
す
る
た
め
、
道
内
各
地
域
か
ら
事
業
の

継
続
を
求
め
る
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

め
、
９
年
度
の
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
骨

太
の
方
針
に
そ
れ
ら
を
反
映
す
る
と
し
て
い

る
。
こ
の
見
直
し
に
向
け
て
、
新
た
な
制
度

が
北
海
道
の
実
情
を
踏
ま
え
、
生
産
者
が
安

心
し
て
営
農
に
取
組
み
、
地
域
の
共
同
活
動

が
継
続
で
き
る
、
安
定
し
た
制
度
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
来

年
度
の
予
算
要
求
に
向
け
て
、「
農
業
農
村
整

備
事
業
の
推
進
に
向
け
て
、
要
請
行
動
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
北
海
道
開
発

局
農
業
水
産
部
の
武
井
一
郎
部
長
は
、「
農
地

の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
は
、
農
業
構
造

転
換
集
中
対
策
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
農
業
者
と
消
費
者
の
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
に
直
結
す
る
重
要
な
取
組
。
北
海
道
開
発

局
と
し
て
も
、
整
備
の
加
速
化
に
向
け
、
関

係
者
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
道
農
政
部
農
村
振
興
局
の
磯
嶋
光

世
局
長
は
、「
不
安
定
な
国
際
情
勢
な
ど
、
食

料
の
安
定
供
給
へ
の
懸
念
が
高
ま
る
中
、
国

の
基
本
計
画
に
主
要
穀
物
な
ど
の
主
産
地
と

明
記
さ
れ
る
本
道
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
道
で
は
、
第
７

期
北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
推
進
計
画
を
策

定
し
、
概
ね
10
年
後
の
め
ざ
す
姿
を
、
日
本

の
食
を
力
強
く
支
え
る
豊
か
な
農
業
・
農
村

と
し
て
掲
げ
た
。
こ
の
計
画
の
実
現
に
当

た
っ
て
、
農
業
者
が
将
来
に
わ
た
り
意
欲
を

も
っ
て
営
農
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
農
業
農

村
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
す
る
」
と
協
力
を
求
め
た
。

議
事
で
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

等
を
求
め
る
要
請
事
項
に
つ
い
て
審
議
。
藤

田
二
専
務
が
、
農
業
農
村
整
備
事
業
等
の
着

実
な
推
進
に
向
け
て
４
項
目
の
要
請
事
項

（
本
誌
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
説
明
し
、
原

案
ど
お
り
承
認
し
た
。

約80名が参加した
農業農村整備推進委員会

加納副知事（磯嶋光世農村振興局長も同席）を表敬

北海道開発局と道農政部の
幹部職員が来賓として出席

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
に
向
け
た

提
案
要
請
事
項
等
を
審
議

農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
継
続
で
、本
会
会
長
が
道
副
知
事
を
表
敬
訪
問

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
継
続
で
、本
会
会
長
が
道
副
知
事
を
表
敬
訪
問
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た
」
と
述
べ
、
第
７
期
対
策
と
し
て
、
前
対

策
に
比
べ
予
算
の
増
額
や
、
条
件
不
利
地
域

に
対
す
る
更
な
る
負
担
軽
減
な
ど
制
度
の
拡

充
が
図
ら
れ
て
継
続
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
を

述
べ
た
。

加
納
副
知
事
は
、「
本
道
農
業
に
お
い
て

は
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
非
常
に
重
要
な

も
の
で
あ
る
た
め
、
円
滑
な
事
業
推
進
の
た

め
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
応
え
た
。

に
向
け
て
、
一
層
の
取
組
を
期
待
す
る
」
と

述
べ
た
。

議
事
で
は
、
令
和
８
年
度
臨
時
総
会
の
招

集
と
総
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
７

年
度
事
業
報
告
書
及
び
収
入
支
出
決
算
書
並

び
に
財
務
諸
表
、
８
年
度
収
入
支
出
補
正
予

算
、
理
事
欠
員
に
伴
う
役
員
の
補
欠
選
任
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
ほ
か
、
海
外
農

業
事
情
視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

ま
た
、
協
議
事
項
と
し
て
、
農
業
農
村
整

備
事
業
の
変
遷
な
ど
を
踏
ま
え
、
特
別
賦
課

金
の
負
担
の
整
合
性
・
公
平
性
を
図
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
た
、
賦
課
金
の
賦
課
基

準
の
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

本
会
は
７
月
14
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
令
和
８
年
度
第
１
回
総
務
金
融
委
員
会（
委

員
長
＝
硲
一
寿
・
興
部
町
長
）
を
開
い
た
。

令
和
８
年
度
臨
時
総
会
の
招
集
及
び
総
会
に

向
け
て
、
令
和
８
年
度
収
入
支
出
補
正
予
算

な
ど
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
硲
委
員
長
は
、
７

年
度
収
支
決
算
及
び
財
務
状
況
に
つ
い
て
、

「
受
託
業
務
が
増
加
す
る
一
方
で
、
各
事
業

の
業
務
の
効
率
化
に
努
め
た
結
果
、
正
味
財

産
が
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
と
こ
ろ
。
役
職
員
の

こ
れ
ま
で
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
本
会
の
財
務
運
営
の
健
全
化

７月14日に開いた総務金融委員会

令
和
８
年
度
臨
時
総
会
の

招
集
及
び
総
会
に
向
け
て
議
案
審
議

総
務
金
融
委
員
会

本
会
は
５
月
26
日
に
令
和
８
年
度
第
１
回

理
事
会
、
７
月
27
日
に
第
２
回
理
事
会
を
本

会
会
議
室
で
開
き
、
令
和
９
年
度
国
費
予
算

概
算
要
求
に
向
け
た
提
案
要
請
、
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
委
員
の
承
認
等
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

〜
第
１
回
理
事
会
〜

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
菊
地
博
会
長
は
、

水
田
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
触
れ
、「
新
た

な
政
策
が
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
に
取
組

み
、
地
域
の
共
同
活
動
が
継
続
で
き
る
制
度

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
９

年
度
国
費
予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
、
国
会

議
員
及
び
関
係
省
庁
へ
の
要
請
行
動
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
役
員
に

協
力
を
求
め
た
。

審
議
事
項
で
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
等
に
向
け
た
提
案
要
請
に
つ
い
て
承
認

し
た
ほ
か
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
、
８
名

の
任
命
を
承
認
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、「
水
田
農
業
の
在
り
方
検

討
に
係
る
関
係
機
関
連
絡
会
議
」
に
お
け
る

要
請
行
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

〜
第
２
回
理
事
会
〜

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
菊
地
会
長
は
、
骨

太
の
方
針
に
触
れ
、「
必
要
な
予
算
の
確
保
に

加
え
、
農
家
や
地
方
自
治
体
の
一
層
の
負
担

軽
減
を
国
に
要
望
し
て
参
る
」
と
述
べ
た
。

審
議
事
項
で
は
、
第
１
号
令
和
８
年
度
臨

時
総
会
に
付
議
す
べ
き
事
項
と
し
て
７
年
度

事
業
報
告
書
等
の
承
認
、
８
年
度
補
正
予
算

及
び
役
員
の
補
欠
選
任
、
第
２
号
と
し
て
農

業
農
村
整
備
事
業
推
進
委
員
会
委
員
に
つ
い

て
、
４
名
の
任
命
を
承
認
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
８
年
度
第
１
回
定
期
監

査
の
結
果
及
び
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

等
を
求
め
る
要
請
行
動
、
定
款
変
更
の
認
可

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

な
お
、
両
理
事
会
に
て
承
認
し
た
農
業
農

村
整
備
事
業
推
進
委
員
会
委
員
名
簿
は
、
本

誌
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

５月26日に開いた第１回理事会

令
和
９
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け
た

提
案
要
請
方
針
等
に
つ
い
て
協
議

理
事
会
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本
会
等
の
主
要
行
事
予
定

○
８
月
28
日（
金
）

・
令
和
８
年
度
臨
時
総
会

○
９
月
14
日（
月
）

・
第
１
回
土
地
改
良
区
委
員
会

○
10
月
26
日（
月
）  

・
農
業
農
村
整
備
の
集
い

○
11
月
５
日（
木
）  

・
職
員
部
会
委
員
会

・
職
員
部
会
全
道
研
修
会

○
11
月
17
日（
火
）

・
第
48
回
全
国
土
地
改
良
大
会

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
正
式
案
内
は
別
途
送
付
し
ま
す
。

中
で
、
農
地
海
岸
は
、
背
後
の
優
良
な
農
地

と
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
農
業
生
産
活
動
、

さ
ら
に
は
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
、
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
を
行
う
農
地

海
岸
事
業
の
積
極
的
な
推
進
が
望
ま
れ
て
い

る
」
と
述
べ
、
事
業
の
計
画
的
な
推
進
に
必

要
な
予
算
確
保
に
向
け
、
会
員
の
支
援
・
協

力
を
求
め
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
道
農
政
部

関
根
健
二
農
村
整
備
課
長
が
「
農
地
海
岸
保

全
施
設
は
、
臨
海
部
の
農
地
と
そ
こ
で
展
開

さ
れ
る
農
業
生
産
活
動
を
守
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
国
に
お
い
て
も
、
海
岸
保

全
整
備
は
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
の
中

で
、
推
進
が
特
に
必
要
と
な
る
施
策
に
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
道
で
は
、
海
岸
保
全
施

設
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
に
も
取
組
ん
で

い
く
」
と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、７
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、

８
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
等
に
つ
い
て
原

案
ど
お
り
承
認
。
事
業
計
画
で
は
、
９
年
度

国
費
予
算
の
確
保
等
の
た
め
の
提
案
・
要
請

活
動
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協
会
等
の
活
動

と
の
連
携
協
力
等
に
取
組
む
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
補
欠
選
任
で
は
、
理
事
に

会
議
に
は
支
部
事
務
局
長
の
ほ
か
、
本
会

藤
田
二
専
務
、
本
間
勤
常
務
ら
が
出
席
。

冒
頭
、
藤
田
専
務
が
挨
拶
に
立
ち
、
本
会

事
業
の
円
滑
な
運
営
・
推
進
に
向
け
た
支
部

の
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

会
議
で
は
、
支
部
運
営
費
の
令
和
７
年
度

決
算
と
令
和
８
年
度
割
当
予
定
額
等
に
つ
い

て
報
告
し
、
本
会
の
業
務
運
営
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
の
本
・
支
部
間
の
協
力
体
制
に

つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
６
月
３
日
と
４

日
、
６
月
16
日
に
実
施
し
た
令
和
９
年
度
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る
要
請

行
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
11
月

17
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
48
回
全
国
土
地

改
良
大
会
や
、
女
性
役
員
を
含
む
も
の
に
拡

充
し
た
ほ
っ
か
い
ど
う
水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性

の
会
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

本
道
に
お
け
る
農
地
海
岸
事
業
の
計
画
的
な

推
進
に
向
け
、
道
内
27
市
町
村
で
構
成
す
る
北

海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協
会
（
事

務
局
：
本
会
）
は
７
月
９
日
、
令
和
８
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
、
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収

入
支
出
予
算
等
を
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
ほ

か
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
理
事
に
、
監
事
の
齊

藤
清
隆
浜
中
町
長
を
選
任
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
会
長
の
伊
藤
浩
一
猿
払
村

長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
近
年
、
地
震
や
台
風
な

ど
の
気
象
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
う
波
浪
、
高
潮
に
よ
る
海
岸

浸
食
や
津
波
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
備
え
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

本
会
は
７
月
１
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
、令
和
８
年
度
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催

し
た
。令
和
８
年
度
の
支
部
運
営
費
の
割
当
予

定
額
な
ど
を
報
告
し
、
賦
課
金
の
賦
課
基
準
の

見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た

ほ
か
、
農
業
農
村
整
備
事
業
国
費
予
算
の
確
保

に
向
け
、
本
部
・
支
部
が
連
携
し
た
要
請
活
動

の
実
施
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

監
事
の
齊
藤
清
隆
浜
中
町
長
、
後
任
の
監
事

に
会
員
か
ら
加
藤
政
弘
湧
別
町
長
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
た
。

最
後
に
、北
海
道
農
地
海
岸
事
業
の
推
進
に

関
す
る
要
請
行
動
に
つ
い
て
、関
係
国
会
議
員

等
へ
の
要
請
を
10
月
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

今
年
度
、
本
道
で
は
７
市
町
村
９
地
区
で

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市町村長らが出席して開かれた通常総会

７月１日に開いた支部事務局長会議

本
部
・
支
部
の
連
携
・
協
力
な
ど
確
認

支
部
事
務
局
長
会
議

北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協
会
通
常
総
会

農
地
海
岸
事
業
の
計
画
的
な
推
進
に
向
け
連
携
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６
月
24
日
、
旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
大

雪
土
地
改
良
区
が「
合
併
記
念
式
・
祝
賀
会
」

を
開
催
し
、
来
賓
・
総
代
・
役
員
及
び
職
員

等
約
２
０
０
名
が
出
席
し
た
。

合
併
記
念
式
・
祝
賀
会
に
は
、
東
国
幹
衆

議
院
議
員
を
は
じ
め
、
農
林
水
産
省
や
北
海

道
農
政
部
の
幹
部
、
及
び
土
地
改
良
関
係
者

が
出
席
。

本
会
菊
地
博
会
長
は
、「
５
土
地
改
良
区
が

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
組
織
運
営
体
制

を
確
立
す
る
と
い
う
共
通
理
念
の
も
と
、
大

同
団
結
し
た
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
も
の

で
あ
る
。
上
川
管
内
中
央
部
の
農
業
・
農
村

を
支
え
る
土
地
改
良
区
と
し
て
、
さ
ら
に
発

展
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
た
。

佐
々
木
辰
善
大
雪
土
地
改
良
区
理
事
長

は
、「
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
土
地
改
良
区
運

営
を
目
指
し
、
組
合
員
か
ら
合
併
し
て
良

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
役
職
員
が
一
丸

と
な
り
鋭
意
努
力
し
て
参
る
」
と
組
合
員
及

び
関
係
機
関
に
対
し
、
決
意
を
述
べ
た
。

新
た
な
水
田
政
策
の
円
滑
な
開
始
に
向
け

農
業
構
造
転
換
推
進
委
員
会

「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」が
開
催

大
雪
土
地
改
良
区
合
併
記
念
式・
祝
賀
会

４
月
１
日
、大
雪・旭
川・永
山・美
瑛・幌
加
内

の
５
土
地
改
良
区
が
合
併

６
月
７
日
、
札
幌
市
内
で
、
自
民
党
の
農

業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
が
主
催
す
る
「
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
衆
議
院
議

員
宮
下
一
郎
調
査
会
長
を
は
じ
め
道
内
選
出

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
の
出
席
の
も
と
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
や
道
内
の
農
業
関
係

者
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

本
会
か
ら
は
、
菊
地
博
会
長
の
ほ
か
、
藤

田
二
専
務
、
本
間
勤
常
務
ら
が
出
席
。
は
じ

め
に
菊
地
会
長
が
、
昨
年
度
を
上
回
る
本
年

度
の
土
地
改
良
関
係
予
算
措
置
に
つ
い
て
謝

意
を
表
し
た
後
、「
新
た
な
水
田
政
策
の
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
、
生
産
性
向
上
の
た
め

に
は
、
土
地
改
良
事
業
の
計
画
的
な
推
進
が

不
可
欠
で
あ
る
」
と
発
言
。

こ
れ
を
受
け
て
藤
田
専
務
か
ら
は
、
本
道

の
水
田
に
お
け
る
大
区
画
化
の
実
施
状
況
や

生
産
性
向
上
の
た
め
の
農
業
用
水
の
安
定
供

給
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

「
農
地
の
大
区
画
化
や
水
利
施
設
整
備
の
た

め
の
一
層
の
予
算
確
保
、
並
び
に
事
業
を
円

滑
に
取
り
組
む
た
め
の
農
家
負
担
軽
減
対

策
」
に
つ
い
て
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
条
件
不
利
地

域
の
生
産
性
の
維
持
向
上
に
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
同
制
度
の
活

用
促
進
に
向
け
た
条
件
不
利
の
基
準
緩
和

や
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
対
応

す
る
た
め
の
一
層
の
事
務
の
簡
素
化
」
に
つ

い
て
要
請
し
た
。

宮
下
調
査
会
長
は
、「
北
海
道
で
は
土
地
改

良
事
業
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い

た
が
、
ま
だ
ま
だ
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
た
。
各
制
度
に
つ
い
て
も
簡
易
で

効
果
が
上
が
る
よ
う
な
方
式
を
検
討
し
、
多

く
の
方
が
利
便
性
を
享
受
で
き
る
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、別
枠
で
の
予
算
を
確
保
す
る
。

ま
た
、
土
地
改
良
や
中
山
間
直
払
の
在
り
方

な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、

し
っ
か
り
と
し
た
制
度
設
計
を
し
た
い
」
と

強
調
し
た
。

農業関係者約90名が出席

式辞を述べる
佐々木理事長

約200名の土地改良関係者が出席

挨拶をする宮下調査会長
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